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論 文 内 容 の 要 旨

土壁は、竹などの小舞 を格子状 に組み立てた下地に、土を塗 り重ねて仕上げた壁で
ある。古 くから住宅などで用い られてきた伝統的 な壁のひ とつであるが、下地を組ん

だあとに土を塗 り重ねるため、施 工は長い期間を必要 とし、家づ くりも工期短縮 とコ
ス ト削減が最優先 となった現代では、土壁 を用いる建物 は急速に減少 している。 しか

し、土壁は、防火性,断 熱性,遮 音性,吸 放湿性,耐 久性に優れてお り、また、材料
すべてが 自然素材であることや 、資材を無駄にす ることがな くリサイ クル活用す るこ

とが可能であ り、環境 にも人にも優 しい。 このよ うに様 々な利点があることから、土
壁 を見直そ うとする動 きもある。

土壁を構造的にみてみ ると、他の壁 に比べて重 くて耐力が低いために、地震 に対 し
て不利である。また、一般的な設計では、土壁 は耐震壁 としての性能が画一的に与え

られているが、土壁 の施工方法は多様であり、仕様の違いによって も構造性能は大き
く異なってくる。

土壁に関す る研 究は、古 くか ら多 くの研究者に よって行われているが、土壁の耐力
壁 としての力学的特性や壁倍率 を測定す ることを目的とした実験研究などが多 く、力

学モデルの解明には至 っていない。 日本全国には様々な仕様の土壁があるので、 これ
らの土壁 の構造性能 を適切に評価するためには、土壁の力学モデルに基づいた影響 因

子の整理とそれ らの評価法の確立が必要であると考えられる。そ こで本論文では、京

都の町家などで一般的に施工されている仕様の土壁 を対象 として、土壁の構造性能評
価法を開発す るための基礎理論の構築 を目的とする。 また、提案 した土壁 の耐力発現

機構を基 に、仕様 の相違が土壁の各抵抗機構 に対する影響の実験的な調査 と、下地の
工夫によ り安定 して高耐力が得 られる土壁の工法の提案を行 った。

1章では、既往 の研究,本 研究の 目的お よび概要を述べてい る。

2章では、土壁 の破壊性状 の詳細な観察に基づき、土壁の耐力発現機構の仮説を以

下の ように行った。土壁の破壊は、せ ん断破壊が先行する場合 としない場合の2種類

に分類 した。せ ん断破壊が先行 しない場合では、土壁が軸組内で1枚の剛版 として回

転することによ り、図1(a),(b)の 変形成分で抵抗 し、それにより土壁の最大耐力が支

配 される。 この変形成分には、土壁 のパネルが軸組内で回転することで、軸組一壁土

間に生 じる圧縮力 による抵抗要素C,貫 が土壁 内で壁 土をこじるように回転す ること

で、貫一壁土間に生 じる圧縮力による抵抗要素N,軸 組に差 し込 まれた間渡 しのダボ

的抵抗 のために、軸組一壁 土間に生 じるせん断力による抵抗要素Fの3つ の抵抗要素が

含まれ 、これ らの抵抗要素 は、壁土の破壊 によってお互いに影響 し合 う。せん断破壊
が先行す る場合 では、土壁が1枚 の剛版 として回転す る変形モー ドよりも、土壁 の全

体又は局部にせ ん断ひび割れが発生 して土壁が図1(c)のよ うにせん断変形 し、それに

より土壁の最大耐力が支配 され る。 また、各変形成分の変形角Ox,eン,γ を計測 し、土

壁の変形角Rに 対す る比率をみてみると、θx/R+Oy/R智/R≒1とな り、各変形成分が直

列バネ配置的な関係にあることがわか った。
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